
事業年度
定時株主総会
配当金支払株主確定日
上場証券取引所

株式に関するお手続きにつき
ましては、口座および手続き
内容により、お問い合わせ先
が右のとおりとなります。

毎年4月1日から翌年3月31日まで
6月
期末配当：3月31日　中間配当：9月30日
（国内）東京・名古屋・大阪・福岡・札幌
（海外）ニューヨーク・ロンドン

株主名簿管理人
特別口座管理機関
（同連絡先）　

三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社
（〒137-8081）東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話（0120）232-711（通話料無料）
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TOYOTA
株主の皆様へ

この印刷物は環境にやさしい植物
性大豆インキを使用しています。

http://www.toyota.co.jp

口座の区分 お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先
①特別口座 ・特別口座から証券口座への振替請求 三菱UFJ信託銀行株式会社

・単元未満株式の買取請求 証券代行部
・住所・氏名等のご変更　 [手続き書類のご請求方法]
・特別口座の残高照会 ・音声自動応答電話によるご請求
・配当金の受領方法の指定（※）   0120-244-479（通話料無料）

②証券口座・ ・支払期間経過後の配当金に関するご照会 ・インターネットによるダウンロード
   特別口座共通 ・株式事務に関する一般的なお問い合わせ   http://www.tr.mufg.jp/daikou/

③証券口座 上記②以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式をお選びいただけません。

株主様アンケートのご案内

株式のお手続き窓口

より良い誌面づくりのため、トヨタレポートに対するご意見・ご感想を
お聞かせください。株主の皆様のご協力をお願い申し上げます。

アンケート掲載URL http://www.toyota.co.jp/jp/ir/
トヨタ自動車　株主

c
掲載期間：2009年11月26日～2010年1月15日

～お客様に近く、現場を大切にし、「もっといいクルマ」を提供してまいります。～

Ｑ１　業績の回復に向けた今後の経営ビジョンを教えてください。
Ａ１　「商品を軸とした経営」を行います。

お客様の環境に対する意識の高まりや、国の補助政策などにより環境対応車の需要が拡大している日本
では、新しいコンセプトカーの開発などを進めながら、お客様目線での商品性やバリエーションを強化し
ていきます。急激に市場が縮小し、市場構造が大型車中心から様変わりすると予想される北米では、需要
回復後への対応のため、開発から生産までの「自立化」を一層推進していきます。歴史と実力を有する自
動車メーカーが多数ある欧州では、「存在感のあるメーカー」として、特色であるハイブリッド技術を活かし
たビジネスを展開していきます。また、これからの当社の成長を牽引する市場として期待している新興国
では、それぞれの国や地域のモータリゼーションの波に乗れる、良品廉価なクルマづくりを行っていきます。

Ｑ３　各市場における今後の主な取り組みの方向性について教えてください。
Ａ３　各市場ごとのビジョンを基に新しい価値を生み出します。

自動車市場が大変厳しい状況にある中、それぞれの国や地域における「トヨタの果たすべき役割」「トヨ
タが目指すべき存在」についてしっかりと見定め、「マーケットに軸足を置いた経営」を行います。
それぞれの地域の変化を機敏にとらえ、「攻める分野」と「退く分野」を見定め、身の丈に合った地域戦略
を迅速かつ細やかに行うことができるよう、各副社長がそれぞれの地域を統括する体制といたしました。

Ｑ２　具体的にはどのような組織体制を考えていますか？
Ａ２　「マーケットに軸足を置いた経営体制」とします。

技術開発から製造、販売、サービスに至るまで、つねにお客様目線で考え、お客様が「欲しい」と思うクル
マを、「買いたい」と思える価格で提供する「商品を軸とした経営」に取り組んでいきます。そのためにも、
「お客様第一」の視点で考え、行動できるよう人材育成を強化するとともに、現場主体の知恵と技の発揮
による商品開発や原価低減にも取り組みます。当社では、2009年5月に発売した新型「プリウス」から、こ
うした考え方を取り入れており、今後は、ハイブリッド拡大を中心とした商品開発を進めていきます。
2009年度中には、「プリウス」や、レクサスブランド初のハイブリッド専用モデルとなる「HS250h」など
を含め、国内で4車種、海外で3車種のハイブリッド車を投入します。

株式状況 （2009年9月30日現在）

大株主（上位10名）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
株式会社豊田自動織機

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

日本生命保険相互会社
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー

1. 上記のほか、当社が所有している自己株式311,982千株があります。
2. ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ デポジタリ バンク フォー デポジタリ レシート ホルダーズは、ADR（米国預託証券）の受託機関で
 　あるザ バンク オブ ニューヨーク メロンの株式名義人です。
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資産管理サービス信託銀行株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ デポジタリ 
バンク フォー  デポジタリ レシート ホルダーズ
三井住友海上火災保険株式会社
株式会社デンソー

(注)

株主数 649,586名 発行済株式総数 3,447,997,492株

（千株）




